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研究成果の概要（和文）：本研究は英文の速読能力の向上を目指し、CALL環境においてチャンク切れした英文をソフト
ウェアにおいて音声と同期した提示方法を用いて、大学生の実授業で速読・音読訓練を行ってその成果を見るものであ
る。その結果、あらゆるクラスで一定の読解効率(読解速度と内容理解率を乗じたもの）の伸長を見た。また特に音読
を行ったクラスでは、読解速度が有意に向上して読解効率を押し上げたと考えられる。なお、併せて実施した情意アン
ケートでは、動機付け効果も確認できた。また課題であった処遇やプレポスト試験のフィードバックは、新規開発のソ
フトウェアによってより、瞬時にまた簡易に行えるようになり、その形成的評価まで行えた。

研究成果の概要（英文）：In this research, in a CALL environment, we aim to enhance the ability to read 
English fast in actual university English classes by using a software to display a dynamic chunking text. 
In this practice, students read silently or aloud a passage simultaneously with this chunking display. As 
a result of this training, we saw improvements of reading efficiency, which denotes reading speed 
multiplied by reading rate. Group of oral reading, in particular, significantly improved their reading 
speed, which may have pushed up their reading efficiency. Besides, we also confirmed an effect on their 
motivation by an affective questionnaire. Furthermore, a newly developed software enabled us to give 
instant feedback of training and test data to students easily. It went through a formative evaluation.

研究分野：英語教育

キーワード： チャンク　速読　音読　読解効率　CALL
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１. 研究開始当初の背景 
(1)本研究は本研究者及び分担者が継続して
研究してきた課題である「英文読解速度と読
解効率を向上させる CALL リーディング教
材の提示法に関する研究」(基盤研究(C)課題
番号 19520497)、及び「英語リーディング及
び音読用 CALL 教材の提示法の違いによる
認知効果の検証」 (基盤研究 (C)課題番
号:21500949)を継続、発展させたものである。
そこではこれまでなかった CALL 環境にお
ける学習ソフトでの英文提示法と読解速度
及び理解度の関係を実証的、総合的見地から
検証した。これにより、これまで様々あった
CALLソフトウェアで、見落としがちであっ
た PC画面における英文提示方法の最適化を
目指すものであった。 
(2)さて、ここで英文提示の単位となるチャン
クとは何か。そもそもチャンクとして平均２
±１秒（湯舟、田淵 2013）、ここでは５〜
７単語で区切った英文が、速く読め、理解を
促進し、記憶されやすいのは、チャンクは意
味と統語の切れ目であるため、正しい意味理
解を直接的に導くが、同時にチャンクは韻律
の単位を形成し、その韻律情報も読解速度の
向上に関係があるのではないかと考えられ
る。実際、門田修平 (2005)「Phonological 
Coding」，『英語音声学辞典』(成美堂)は、「韻
律 構 造 仮 説 」 prosodic configuration 
hypothesisの中で，我々は一つの韻律単位の
音韻表象を貯蔵し，必要に応じて高速で反復
する中で，音声インプットの圧縮現象が生じ，
その結果リズム等の韻律情報が顕在化され
意識されるのではないかと説明している。 
(3)そこで以上の特徴を備えたチャンク提示
による英文黙読処遇でも、音声的インプット
の効果もあるはずなので、速読能力向上の効
果は聴解能力へと転移することが期待され
た。しかしながら、これまでチャンク単位の
音読訓練も行った実験群でも聴解力につい
て成績の伸びは確認できたが、統計上の有意
差は生じていない。そこで、音声訓練処遇に
ついて見直し、黙読処遇のクラスと同じよう
に訓練に対するフィードバックを行うこと
や、音声フレージングの提示方法の検討、ま
た音読などの音声訓練に対する評価方法を
確立するなど様々な検討課題が浮上した。 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究経過を受けて、本研究で明
らかにしようとする点は以下の通りである。 
(1) CALL（Computer Assisted Language 
Learning）環境を利用した、英語リーディン
グ教材の多様な音声フレージング提示とそ
の音声訓練が、異なる習熟レベルの学習者の
読解速度と理解度に及ぼす影響について、定
量的データに基づき分析し、どのような提示
法が学習者の認知的負荷を軽減し、かつ理解
と記憶を促すかを明らかにする。 
(2) (1)の実験で使用した複数の提示法を半年
毎の一斉授業と個別学習に用いた場合の学

習効果の差について、定量的データに基づき
分析し、どのような提示法が学習者の読解速
度と理解度を高める学習効果があるのかを
明らかにすること。 
(3) 上記の処遇を受けた学習者からそれぞれ
集約した内省アンケートデータを基に、教材
提示法の違いが学習時に及ぼす心理的負担
と不安について、(１)および(２)の定量的デー
タとの関連性を明らかにする。 
(4) 同じチャンク提示方法を用いた音声訓練
処遇は英語聴解能力の向上にも有効である
ことを証明する。そのために、上記のように
効果的な学習者へのフィードバック、その評
価方法について工夫する。 
 

 
(5) 本研究の実験で使用する教材提示/オー
サリング・ソフト「プレーヤー・ミント」(株
式会社ミント・アプリケーションズ)（以下ミ
ント）（図１）は、教師や学習者側で英文リ
ーディング教材のテキストデータ（フォント
の種類、大きさ、色、文字修飾、１行文字数
など）を自由に可変可能であるだけなく、「チ
ャンク」(chunk) と呼ばれる通常数語～10
語程度から成る「意味構造単位」ごとに手動
または自動で提示・消去することが可能であ
る。さらに、これら文字情報と合わせて、英
語音声、和訳、内容に関連する静止画・動画
といったマルチメディアを同期させること
が可能であり、それぞれが英文理解を高める
ことが期待される。ただし、これら英文読解
を促進する要素と考えられるパラメータ（変
数）は、学習者の習熟度に応じて、それぞれ
の質と量における最適点が異なるだけでな
く、各変数の組み合わせによっても異なる結
果をもたらすと考えられる。 
 本研究では、上記の各変数のうち、多様な
「音声付チャンク提示法」で音声訓練が英文
理解度と読解速度(WPM) 及び聴解理解度を調
査対象の中心と位置づけ、これまでの成果に
よって絞られたレベルの大学生を対象に、３
年の研究期間の中で数回にわたる半年間の
一斉授業と個別学習を合わせた処遇を通し
ての学習効果の違いを統計分析し、それぞれ
多様な英文提示方法で最適な音声訓練方法
を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)上記２(2)(3)(5)の条件の下、以下の実授
業における実験群を構成して処遇を行った。 
 

図 1教材提示ソフト Player Mint 



 読んだ時 読み方 
実験群A 内容理解後 一斉音読 
実験群B 内容理解後 個別音読 
比較群C 理解のために読む 黙読 

表 1 処遇クラス一覧 

これらの各群はいずれも都内大学生一般英
語クラスで、実験群 Aは 15名、Bは 12名、
C は 16 名である。いずれも上記ミントを使
い１学期間毎授業で処遇を行い、効果測定の
プレ・ポスト試験を行った。また同時に学習
者のリーディングや英語学習そのものへの
内省、認知などを見るリッカート尺度５件法
による情意アンケートも実施して、彼らの心
的態度とテスト結果の関連を検討した。 
(2)処遇の詳細としては、実験群 Aは読解内容
の理解を確認したあと、クラス全員で一斉に、
ミントの音声とチャンク文字同期表示に合
わせて、音読、リピーティングなどを行った。
実験群 B では読解内容理解確認後、個別に
PC 上でミントを再生させ、音読、リピーテ
ィング、シャドーイング等の音声訓練をさせ
た。なお図１にあるようにミントの提示方法
としては、下線を付したチャンク部分が、読
み上げ音声と同期しながら動的に現れて行
く方法で統一した。これは本研究者の過去の
科研の成果に基づくものである。 
 そしてこうした音声訓練による処遇で、ど
のように学習者の読解速度、理解度、認知的
態度影響するかを見ることになる。 
(3)プレ・ポスト試験の詳細としては、各学期
始めと末に実施し、各試験は、四つの 300語
程度の英文を速読させ、一つ一つの英文の直
後に内容理解問題を解かせる。この読みの間、
ミントによって読速度である WPM(Words Per 
Minute)を計測している。なお、英文はレベ
ル統制のため、英検準２級から採用した。 
 さて、速読の効果測定として、WPM に読解
問題の正解率を乗じた読解効率(Reading 
efficiency 以下 RE)という指標を用いた。こ
れは、読みの速度を高めつつ、いかに内容理
解の正確さを落とさずに効率良く読むかと
いう指標で、一定の読み行為の向上には一定
の速度が必要であるという考え方に則って
いる。また REの計算式の構造からして、WPM
の数字の大きさが全体の数値のかさ上げに
寄与する可能性が高いので、学習者にとって
は、まず読み速度の向上を目指すことが期待
される。そのことは、正確さと速度のトレー
ドオフの問題とはならないと本研究者達は
考える。まず速度向上を目指すことで、読み
行為の変革を図り、それに慣れた後で正確さ
がついてくると考える。よってこの指標は読
解速度と理解度を向上させる研究目的に適
したものと言える。 
(4)併せて読解のプレ・ポスト試験とともに、
上記のように読解速度と理解度の向上がリ
スニング能力へ転移効果が生じるかを測定
するため、リスニング試験を実施した。これ
もレベル統制のため、英検準２級の問題を用

いた。 
 
４．研究成果 
 以上の研究方法で表１に示した各群で処
遇を 23 年度に実施し、分析結果を 24 年度以
後に公表した。 
(1)各群は全て RE と読解速度において統計
的に年間を通して向上した。特に実験群 Aに
おいて有意な読解スキルの向上を見た。
(5.[発表論文]2.)これらによりチャンク音
声同期提示よる音声訓練等が一定の効果が
あることが示された。しかしながら、実験群
A はアンケートによれば、英語学習にそのも
のに極めて高い親しみを持つグループであ
るので、その影響の結果とも考えられる。 
(2)そこで、次年度において新たに英語学習
について際立った親しみのない実験群を設
定した（表２）。 
 
 英語能力 英語  
実験群 D 高い 嫌い 一斉音読 
実験群 E 高くない 嫌い 一斉音読 
実験群 F 高くない 好き 一斉音読 
比較群 G 高くない 嫌いでない 黙読 

表 2  24年度の処遇クラス一覧 

 
実験群 D〜F の音声処遇の方法は前年度と変
わならいが、実験群 D だけ他の群が 10 分間
である音読時間を 30 分間取った。彼らは同
様に都内大学生であるが、前年度とは異なる
学習者である。結果としては年間通して全て
の群において RE の上昇を見た。ただ F、G群
においては WPM の上昇はなかった。つまりミ
ントを用いた訓練により、読みの速度であれ、
読解の正確さであれ、RE が向上した、つまり
読解能力自体を押し上げることができたと
言えよう。 
(3)次に上記 E 群に注目して、情意アンケー
ト調査からリーディングにおける認知的、心
的態度の変容を分析してみた。これは高くな
い英語能力に、30 分の音声訓練を施した学習
者がどのような認知的変化を起こすかを見
ることになる。アンケートはリッカート尺度
５件法で、１が「いいえ」２が「すこしいい
え」、３が「わからない」、４が「少しはい」、
５が「はい」という配分で、16 の質問項目が
ある。プレ・ポストでの変化を見て、Cohen’s 
d で大きく変動のあった質問項目を以下に挙
げる（表３）。 
 

質問項目 
プレ
平均 

ポス
ト平
均 
t d 

1.文章を読ん
で理解できる 

3.53 4.28 3.757 
 
0.717 

2.読む時に心
中で発音する 

3.68 4.28 3.376 0.578 

3.一語一語訳
さずに理解で

1.62 2.43 4.517 0.751 



きる 

4.文構造を考
えながら読む 

2.73 3.40 2.997 0.545 

5.チャンクご
とに読んでい
る 

2.96 3.66 3.654 0.560 

6.どちらかと
いうとゆっく
り読む方だ 

3.85 3.04 4.602 0.703 

7.早く読める
と思う 

1.61 2.15 4.155 0.560 

11.意味単位を
見つけるのが
得意だ 

1.83 2.57 5.054 0.761 

14.リーディン
グは不安だ 

4.43 3.70 4.992 0.711 

表 3 変化が大きかった質問項目(d>0.5) 

 
これによれば、半期４ヶ月の処遇を経て、学
習者は読む速度が向上したということや
(6.7.)、文章の同じところを繰り返し読まな
くなったことや(1.3.)、英文を読むことを以
前よりは苦にならなくなった(14.)ことに気
づいたことが挙げられる。このことから、実
授業の処遇によって音読であれ、黙読であれ、
読む速度や効率及び動機付けにおいて、何ら
かの影響を与えられることが分かる(5 .[雑誌
論文]1.)。ただし、期待していたリスニング
への転移効果はプレ・ポスト試験でも、アン
ケートでも確認できなかった。 
(4)このような好ましい結果を出せたが、い
くつかの研究方法における問題点もあった。
一つはプレ・ポスト試験における測定の精度
である。ある時は受験者が読みながら時間を
書き留めたり、マークシート用紙に解答をマ
ークしたり、読みや読解問題に取り組むのを
妨害してはいないか。さらには、紙ベースの
テストはデータの集計に手間取り、２.(4)で
示した受験者への一早いフィードバックを
困難にした。 
 別の問題として、実授業での処遇と、その
効果測定であるプレ・ポスト試験の実施環境
の違いがあることである。たとえば黙読処遇
をした群では WPM データはミントで測るが、
読解スコアは LMS 上に蓄積された。これはプ
レ・ポスト試験とは異なる実施方法であり、
ことなるツールを使う手間が被験者にはあ
り続けた。それ以外の群でも処遇とプレ・ポ
ストの実施方法は必ずしも同じでなく、効果
測定として統一した環境で行うことが必要
であろう。 
 さらなる問題点として、効果測定のために
毎回の処遇からもデータを収集すべきでは
ないかということである。その方が各学期２
回しか行わない試験より、より多くのことが
判明すると思われる。そのためにも、処遇と
効果測定を統一した環境で行うことがさら
に求められた。 
(5)そこで本研究グループでは、それらのソ

リューションとして、新たなソフトウェア
Mewm(ミントアプリケーションズ)を開発
した。これは Mintの持つ WPM 測定機能に付
加してテスト及びアンケート実施機能があ
り、暗号化によるセキュリティー強化を行い、
即時結果フィードバックを可能にして、処遇
と効果測定の環境を統一できた。 
 具体的には学習者は Mewm を開くと問題
指示画面の後、英文が提示される。これはチ
ャンク提示も可能である。そして読み終わっ
た段階で次へのボタンを押すと、読解問題を
解答する画面となり、読み戻りを紙ベースの
時と違って、完全に阻止して、記憶方略に頼
った英文読解を行うことを強制できた。そし
て解答後次に進むと以下のような結果フィ
ードバック画面となる（図２）。 
 

 
ここでは結果として、読解速度である WPM
及び、読解問題の正解率、それらを乗じた読
解効率（RE）が色文字で示されている。これ
により学習者は即時に自らの読みの速さと
正確さを振り返ることができ、速さに関する
自己調整や動機付けの可能性を得ることが
できる。 
 さらに Mewm ではその結果ファイルを回
収して、教師用機能で即時集計して提示する
機能がある。教室内ネットワークとの設定を
調整すれば、自動的にファイルを回収できて、
リアルタイムでクラスの集計グラフを教師
画面に提示できる（図３）。 
 

 
これによりクラス全体の速さや読解スコア
の平均を知り、一つ一つの点が示す個々の学
習者の位置から、自らのクラス内での位置を

図 ３ クラス内の結果即時表示 

図 2 結果フィードバック画面 



確認して、学習者は競争心や動機付けを得て、
さらに読みの速度や正確さの自己調整を毎
回の授業で行うことができる。 
 さらに Mewm では教員や研究者に便利な
機能も追加されている。上記の学生結果ファ
イルを一括して、教師用 Mewm にドラッグ
＆ドロップするだけで、自動的に集計され、
コピーすれば、すぐに表計算ソフト等に持っ
てこられる(図４)。 
 

これらには学生にフィードバックされた情
報に追加して、読解問題の解答時間や、読み
に費やした時間、英文ごとの WPM、及び正解・
不正解など細かに分析可能なデータを、僅か
な作業で集計ができるようになった。 
(6)以上のような強力なフィードバック機能
により研究目的の 2.(4)は一定の成果が出せ
たが、処遇や効果測定の方法について見直し
を検討することとなった。そこでまず 26 年
度において、Mewmの実授業における試用を
通して、ソフトウェアの形成的評価とともに、
方法論を検討することとした。 
(7)そこで半期の授業においてMewmをフィ
ードバックのツールとして使ったが、音声機
能はないので、Mint による音読処遇と併用
する形で利用して、学習者からの反応を見た。 
 その調査は記述式解答形式で、半期の処遇
の後のみ、Mewmの良い点、悪い点という観
点で書いてもらった。それはおよそ以下４点
にまとめられた。 
 一つ目は、Mewmの特徴である即時フィー
ドバックに関する肯定的な意見が挙げられ
る。読んですぐ後に学習者自身の結果を確認
できることで、自己のペースを調整して読め
るようである。 
 二つ目は、学習者が英文の文脈を読む際に、
チャンク区切れを意識できるようになった
ことである。チャンク提示により読み戻りし
ないことの重要性や、英文の主題を把握する
際にチャンクの重要性を認識できるコメン
トが見られた。 
 三つ目は、Mewmによって駆り立てられる
読みの速さについて肯定的・否定的意見の両
方があった。前者は Mewm のおかげで速読
に集中できたというもので、後者は Mewm
が裏でWPMを測定していて監視されているの
で、読みの集中を妨げるというものであった。
ただいずれも、読み行為そのものへの意識は
高まったと見ることができよう。 
 四つ目は、教室でのリアルタイムの結果フ
ィードバックに大きな反響があったようで

ある。一つ目と違いこれは図３で示した、ネ
ット環境を利用したクラス内結果集計の自
動表示についてである。クラス内他者の結果
が見えることで、学習者自身のクラス内の位
置を知り、自らの読みに対する振り返りを促
すようである。それにより前述のように読み
の速さと理解に自己調整を利かせるようで
ある。またこれは日本の文化的背景から周囲
を見渡して、自分がどうであるか、どうすべ
きかを考えたがることと関連があろう。 
 いずれにせよ、学習者はこの試用的処遇に
おいて、このソフトに肯定的な感触を持った
ようで、さらなる読みの速さと正確さの向上
のための環境は整ったと言える。 
(8)以上のようにMintを用いた「(同期)音声
付きチャンク提示法」による音声処遇および
黙読処遇は、多かれ少なかれ、RE、読みの速
さ、読みの正確さ、さらには動機付け内省に
好ましい効果を出すことが言える。また他方
で、Mewmによって教室処遇と効果測定を統
合し、フィードバックを強化して、新たな可
能性を確認できた。 
(9)最後に今後の課題としては、まずこれま
で３期の科研課題を通じてチャンクの長さ
は教員によって予め設定されてきたが、アン
ケートなどから見るに、学習者特性が様々で
ある以上、チャンクの量的・質的な柔軟性を
持たせることが必要であろう。特にチャンク
長は、学習者の好みやレベルによって可変で
あるのが望ましい。たとえば、一般的に、上
位学習者は長いチャンクを区切る傾向があ
ること言われる。 
 また読む英文の持つ難易度や、親密度が学
習者によってことなるので、今後、読みやす
さ(reading ease)の観点を入れ readability
指標の導入の検討が必要であろう。これらを
MintやMewmの処遇や効果測定にどう織り
込むかが課題である。また究極的には個々の
学習者ごとにどう最適化していくかであろ
う。 
 さらなる課題はリーディングのリスニン
グへの転移効果である。これにはさらに音声
訓練を上記の強力なフィードバック機能と
ともに増加させ、音読訓練に対する適切な評
価を行えば、効果は認められる可能性がある
と思われる。そのために処遇クラスの増加と
ともに、適切な教材の選定、音声素材の最適
化、コースやカリキュラムとの整合性を持た
せていくことが必要であろう。 
なお以上の成果について国内だけでなく、
国外でも認められ、Asia TEFL(アジア英語教
育者の学会)の select paper として海外雑誌
に掲載された(5 .[雑誌論文]1.)。 
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